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一
、
は
じ
め
に

上
海
博
楚
簡

『
容
成
氏
』

の
尭
舜
萬
禅
譲
の
歴
史

前
稿
（
注
1
)

で
詳
述
し
た
よ
う
に
、
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書

『
容
成
氏
』
（
以
下
、
『
容
成
氏
』
と
略
記
）
は
そ
の
第
五
十
三
号

簡
の
背
面
に
篇
名
（
「
訟
盛
氏
」
）
を
持
つ
冊
書
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
古
帝
王
の
時
代
か
ら
殷
周
革
命
の
時
代
ま
で
の
各
王
朝
の
興
亡

盛
衰
の
歴
史
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
当
篇
の
作
者
は
大

き
く
分
け
て
禅
譲
↓
慕
奪
↓
誅
伐
と
い
う
歴
史
観
に
も
と
づ
い
て

そ
れ
を
叙
述
し
て
い
る
が
、
前
稿
で
は
そ
の
う
ち
古
帝
王
時
代
の

禅
譲
の
歴
史
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
思
想
的
特
徴
、
思
想
史
的

位
置
、
成
立
年
代
、
所
属
学
派
な
ど
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
。

本
稿
は
、
前
稿
に
引
き
続
き
、
『
容
成
氏
』
に
叙
述
さ
れ
て
い

る
も
う
―
つ
の
禅
譲
の
歴
史
で
あ
る
尭
舜
萬
の
禅
譲
の
歴
史
に
つ

い
て
、
そ
の
思
想
的
特
徴
や
思
想
史
的
位
置
な
ど
を
明
ら
か
に
す

中
国
研
究
集
刊
騰
号
（
総
36
号
）
平
成
十
六
年
十
二
月
七
五
ー
九
七
頁

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
本
論
に
入
る
前
に
、
前
稿
で
は
未
見
で
あ
っ
た
趙
平
安
氏

の
『
容
成
氏
』
の
研
究
（
注
2
)

の
検
討
か
ら
論
を
始
め
た
い
。
趙
氏

の
研
究
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
容
成

氏
』
の
篇
名
及
び
そ
の
思
想
的
性
質
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ま
ず
篇
名
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
第
五
十
三
号
簡
の
正
反
両
面

の
筆
跡
に
明
ら
か
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
具
体
的
に

は
、
正
面
の
文
字
は
起
筆
と
終
筆
が
比
較
的
細
く
て
ウ
ロ
コ
が
多

く
、
全
体
の
風
格
は
鋭
く
て
荒
々
し
い
の
に
対
し
、
背
面
は
筆
画

の
均
整
が
と
れ
て
い
て
風
格
も
美
し
く
、
一
度
に
書
い
て
完
成
し

た
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
第
五
十
三
号
簡
の
正

面
と
第
一

S
五
十
二
号
簡
は
同
時
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

篇
名
は
竹
簡
に
文
章
を
書
き
終
え
た
後
補
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
。
趙
氏
は
こ
の
よ
う
に
推
論
し
た
後
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、

李

承

律
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篇
名
は
補
っ
た
の
に
残
欠
し
た
簡
文
（
注
3
)
は
な
ぜ
補
わ
な
か
っ
た

か
と
設
問
す
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
原
因
と
し
て
、

補
う
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
か
、
不
可
能
だ
っ
た
か
ら
、
と
い
う

二
つ
の
可
能
性
を
提
起
す
る
。
そ
し
て
篇
名
を
す
で
に
補
っ
た
か

ら
に
は
、
簡
文
を
補
う
必
要
性
も
当
然
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
、
後

者
の
可
能
性
が
最
も
高
く
、
よ
っ
て
『
容
成
氏
』
は
抄
写
の
と
き

に
す
で
に
残
本
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。

そ
も
そ
も
趙
氏
が
篇
名
の
問
題
に
着
目
す
る
理
由
は
次
の
通
り

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
容
成
氏
』
の
第
五
十
三
号
簡
の
後
に
は
何

枚
か
の
散
逸
し
た
竹
簡
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
全
揃
い
の
竹
書
の

場
合
、
篇
名
は
往
々
に
し
て
最
後
の
竹
簡
の
上
に
書
く
の
が
普
通

で
あ
る
が
、
も
し
竹
書
の
後
の
部
分
が
散
逸
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、

篇
名
も
散
逸
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
な
の
に
、
『
容
成
氏
』

の
場
合
は
そ
う
で
は
な
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
趙
氏
の
こ
の
よ
う
な
認
識
に
は
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の

問
題
が
あ
る
。
―
つ
は
事
実
の
問
題
と
し
て
、
篇
名
は
趙
氏
の
言

う
よ
う
に
最
後
の
竹
簡
の
上
に
書
く
の
が
果
た
し
て
普
通
だ
っ
た

か
の
問
題
で
あ
る
。
結
論
を
先
に
言
う
と
、
実
は
必
ず
し
も
そ
う

で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
の
よ
う
に
第
一
号

簡
の
正
面
に
書
か
れ
て
い
る
例
も
あ
れ
ば
（
注
4
)

、
上
海
博
楚
簡
『
亙

先
』
の
よ
う
に
明
ら
か
に
篇
の
途
中
（
よ
り
正
確
に
は
冒
頭
部
分
）

に
書
か
れ
て
い
る
例
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
注
5
)
。
も
う
―
つ
は
現

在
の
『
容
成
氏
』
は
、
李
零
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
実
は
第
一

号
簡
の
前
に
も
「
昔
者
訟
成
是
」
に
始
ま
る
一
枚
の
竹
簡
が
散
逸

し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
う
す
る
と
こ
れ
も
果
た
し
て
抄

写
の
と
き
に
す
で
に
な
く
な
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
が
発
生

す
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
「
訟
盛
氏
」
と
い
う
篇
名
を
作
者

が
ど
う
や
っ
て
付
け
た
か
説
明
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
な

ぜ
な
ら
、
現
在
残
っ
て
い
る
『
容
成
氏
』
の
各
簡
の
正
面
に
は
「
訟

盛
氏
」
の
よ
う
な
三
文
字
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、

『
容
成
氏
』
が
抄
写
の
と
き
に
す
で
に
残
本
で
あ
っ
た
と
い
う
趙

氏
の
推
論
は
従
い
に
く
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
五
十
三
号
簡
の

正
面
の
文
字
と
同
簡
背
面
の
篇
名
の
文
字
と
の
間
に
筆
跡
の
違
い

が
あ
る
と
い
う
指
摘
は
、
一
考
を
要
す
る
問
題
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
篇
名
の
問
題
は
篇
全
体
の
内
容
と
も
深
く
関
わ
る

問
題
で
あ
る
の
で
、
『
容
成
氏
』
の
全
体
像
が
判
明
し
た
後
再
度
取

り
上
げ
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

次
に
思
想
的
性
質
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
墨
家
思
想
の
傾
向
を

明
確
に
反
映
し
て
は
い
る
が
、
早
期
墨
家
の
作
品
で
は
な
く
、
墨

家
が
講
義
を
行
っ
た
と
き
の
講
義
録
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い

う
。
墨
家
思
想
の
傾
向
を
明
確
に
反
映
し
て
い
る
と
す
る
主
な
根

拠
は
、
例
え
ば
第
一

S
二
号
簡
に
「
其
徳
酋
清
、
而
上
愛
下
、
而

一
其
志
、
而
疲
其
兵
、
而
官
其
材
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
こ

に
見
え
る
い
く
つ
か
の
表
現
に
、
墨
家
の
兼
愛
・
尚
同
・
非
攻
・

(76) 



二
、
尭
が
天
子
と
な
っ
た
経
緯

尚
賢
・
節
用
の
思
想
が
表
れ
て
い
る
点
、
湯
の
「
慎
戒
徴
賢
」
「
立

伊
手
以
為
佐
」
や
文
王
が
紺
を
補
佐
し
た
こ
と
が
同
じ
く
尚
賢
・

尚
同
・
非
攻
の
思
想
を
表
し
て
い
る
点
、
中
で
も
特
に
周
の
文
王

が
紺
を
補
佐
し
た
と
描
写
さ
れ
て
い
る
の
は
儒
家
系
の
文
献
と
甚

だ
趣
を
異
に
す
る
点
（
同
氏
は
こ
の
よ
う
な
文
王
の
姿
を
墨
家
の

尚
同
説
や
非
攻
説
と
結
び
つ
け
る
）
、
湯
•
武
王
が
そ
れ
ぞ
れ
架
．

紺
を
伐
っ
た
こ
と
が
天
意
に
よ
り
乱
世
を
治
め
た
行
為
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
が
、
『
墨
子
』
の
非
攻
下
篇
に
も
こ
れ
と
同
様
、
有
罪

の
国
を
討
伐
す
る
「
誅
」
を
認
め
る
思
想
が
あ
る
点
、
な
ど
で
あ

る。
趙
氏
の
言
う
よ
う
に
、
『
容
成
氏
』
に
墨
家
思
想
を
ふ
ま
え
た
よ

う
な
表
現
が
見
ら
れ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
だ

か
ら
と
い
っ
て
『
容
成
氏
』
を
墨
家
系
の
文
献
と
言
い
切
れ
る
か

と
い
う
と
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
和
6
)
0

『
容
成
氏
』
を
墨
家
系
の
文
献
と
本
当
に
言
え
る
か
ど
う
か
、

こ
う
い
っ
た
問
題
も
視
野
に
入
れ
て
、
以
下
で
は
『
容
成
氏
』
に

見
え
る
尭
舜
萬
禅
誤
の
歴
史
と
そ
の
思
想
的
特
徴
を
検
討
す
る
。

そ
の
際
、
尭
舜
禅
譲
説
の
専
論
と
も
言
え
る
郭
店
楚
簡
『
唐
虞
之

道
』
（
注
7
)

（
以
下
、
『
唐
虞
之
道
』
と
略
記
）
や
文
献
資
料
と
の
比

較
が
必
須
の
作
業
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

『
容
成
氏
』
（
注
8
)
に
お
け
る
尭
舜
萬
禅
譲
の
歴
史
を
時
間
軸
に

沿
っ
て
見
る
と
、
ま
ず
尭
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
詳
細
な
叙
述
が

第
六
号
簡
か
ら
第
七
号
簡
に
、

昔
（
昔
）
光
（
党
）
尻
於
丹
夜
（
府
）
奥
控
陵
之
開
（
間
）
。

光
（
党
）
敗
陀
而
畜
（
時
）
斎
（
時
）
、
賓
〈
賞
〉
不
窟
（
勧
）

而
民
力
、
不
靱
（
刑
）
殺
（
殺
）
而
棘
（
無
）
眺
（
盗
）
懃

（
賊
）
、
歯
（
甚
）
緩
而
民
備
（
服
）
。
於
是
堺
（
乎
）
方
百

（
百
）
里
之
牢
（
中
）
、
挺
（
率
）
天
下
之
人
遜
（
就
）
、
奉

而
立
之
、
己
（
以
）
為
天
子
。
於
是
堺
（
乎
）
方
国
（
園
）

千
里
、
於
是
於
釜
板
―
正
立
、
四
向
麻
（
委
？
）
禾
（
和
？
）
、

索
（
懐
）
己
（
以
）
逃
天
下
之
民
。

昔
尭
は
丹
府
と
棺
陵
の
間
に
い
た
。
尭
は
妓
陀
（
？
）
四

季
折
々
の
時
機
に
応
じ
て
政
治
を
行
っ
た
の
で
（
？
．
）
、
賞

に
よ
っ
て
す
す
め
な
く
と
も
人
民
は
仕
事
に
励
み
、
刑
し
た

り
殺
し
た
り
し
な
く
と
も
盗
賊
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
い
た
っ
て
緩
や
か
な
政
治
を
行
っ
た
の
で
人
民
は
み

な
服
従
し
た
。
そ
こ
で
、
百
里
四
方
の
領
域
を
有
す
る
諸
侯

た
ち
は
、
天
下
の
人
々
を
率
い
て
帰
服
し
、
尭
を
奉
じ
立
て

て
天
子
の
位
に
つ
け
た
。
さ
ら
に
千
里
四
方
の
領
域
を
有
す

る
諸
侯
た
ち
が
、
翌
板
―
正
立
(
?
.
)
、
四
方
の
国
々
が
和
平

(77) 



を
尭
に
請
う
と
(
?
)
、
（
四
方
の
国
々
を
）
懐
か
せ
て
天
下

の
人
民
た
ち
が
彼
の
も
と
に
来
服
す
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ

る。

と
あ
る
。
こ
こ
に
は
尭
が
ど
の
領
域
を
拠
点
と
し
て
い
た
の
か
、

そ
の
領
域
で
ど
の
よ
う
な
政
治
を
行
っ
て
い
た
の
か
、
さ
ら
に
は

ど
う
や
っ
て
天
子
と
な
り
諸
侯
や
人
民
た
ち
を
来
服
さ
せ
た
の
か
、

と
い
う
お
お
む
ね
三
つ
の
事
柄
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

む
か
し
尭
が
そ
の
間
を
拠
点
と
し
て
い
た
と
い
う
「
丹
夜
」
や

「
整
陵
」
と
い
う
地
名
は
、
残
念
な
が
ら
現
在
そ
れ
を
確
定
で
き

る
材
料
を
我
々
は
ま
だ
持
っ
て
い
な
い
。
次
の
「
光
妓
陀
而
吝
吝
」

と
い
う
一
句
も
そ
の
正
確
な
意
味
は
未
詳
だ
が
、
「
斎
斎
」
は
文
献

資
料
に
一
般
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
副
詞
的
な
意
味
（
注
9
)

で
は
な

く
、
恐
ら
く
四
季
の
移
り
変
わ
り
と
い
う
自
然
の
秩
序
を
根
源
と

す
る
政
治
を
行
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
次
に
「
賓
不
窟

而
民
力
、
不
勁
殺
而
隷
眺
懃
、
宦
緩
而
民
備
。
」
と
あ
る
の
は
、
人

民
統
治
の
あ
り
方
と
し
て
、
信
賞
必
罰
の
よ
う
な
統
治
手
段
を
取

ら
な
く
て
も
よ
く
治
ま
っ
た
こ
と
を
明
言
す
る
文
章
で
あ
る
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
批
判
の
穂
先
は
明
ら
か
に
法
家
的
な
統
治

方
法
に
向
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
賓
不
窟
而
民
力
」
及
び
「
不

那
殺
而
鰈
眺
懃
」
と
類
似
の
表
現
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
長
利
篇
や
『
荘

天
地
篇
、
買
誼
『
新
書
』
修
政
語
上
篇
、
『
説
苑
』
君
道
篇
、

『
新
序
』
節
士
篇
、
『
漢
書
』
公
孫
弘
伝
な
ど
に
、
そ
の
中
の

勁
殺
而
棘
眺
懃
」
と
類
似
の
表
現
は
、
『
孔
叢
子
』
論
書
篇
、

平
御
覧
』
巻
八
十
所
引
の
『
尚
書
大
伝
』
、
『
論
衡
』
儒
増
篇
な
ど

に
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
尭
の
時
代
の
政
治
の
あ
り
方
と
し
て
、

信
賞
必
罰
の
法
家
的
統
治
方
法
を
取
ら
な
か
っ
た
と
い
う
説
話
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
戦
国
後
期
か
ら
末
期
以
降
に
成
立

し
た
と
思
わ
れ
る
文
献
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
体
表
的
な
例
を

各
々
―
つ
ず
つ
挙
げ
る
と
、
ま
ず
『
呂
氏
春
秋
』
長
利
篇
に
、

尭
天
下
を
治
む
る
や
、
伯
成
子
高
立
ち
て
諸
侯
為
り
。
尭
舜

に
授
け
、
舜
萬
に
授
く
る
や
、
伯
成
子
高
諸
侯
を
辞
し
て
耕

す
。
萬
往
き
て
之
を
見
れ
ば
、
則
ち
耕
し
て
野
に
在
り
。
萬

趨
り
て
下
風
に
就
い
て
問
い
て
日
く
、
尭
天
下
を
理
む
る
や
、

吾
子
立
ち
て
諸
侯
為
り
。
今
我
れ
に
至
り
て
之
を
辞
す
、
故

は
何
ぞ
や
、
と
。
伯
成
子
高
日
く
、
尭
の
時
に
当
た
り
て
、

未
だ
賞
せ
ず
し
て
民
勧
み
、
未
だ
罰
せ
ず
し
て
民
畏
れ
、
民

怨
む
こ
と
を
知
ら
ず
、
説
ぶ
こ
と
を
知
ら
ず
、
愉
愉
と
し
て

其
れ
赤
子
の
如
し
。
今
賞
罰
甚
だ
数
々
に
し
て
、
民
利
を
争

い
且
つ
服
せ
ず
。
徳
此
れ
自
り
衰
え
、
利
此
れ
自
り
作
り
、

さ

後
世
の
乱
此
れ
自
り
始
ま
ら
ん
。
夫
子
壷
ぞ
行
ら
ざ
る
か
。

み
だ

吾
が
農
事
を
慮
す
こ
と
無
か
れ
、
と
。
協
し
て
榎
し
、
遂
に

顧
み
ず
。

「不
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子
張
問
い
て
日
く
、
尭
舜
の
世
は
、
一
人
を
も
刑
せ
ず
し
て

天
下
治
む
。
何
と
な
れ
ば
則
ち
教
え
誠
に
し
て
愛
の
深
き
を

以
て
な
り
。
…
…
、
と
。

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
た
ま
た
ま
そ
う
な
っ
た
と
は
到
底

考
え
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
『
韓
非
子
』
姦
劫
試
臣
篇
に
、

威
厳
の
勢
い
、
賞
罰
の
法
無
け
れ
ば
、
尭
舜
と
雖
も
、
以
て

治
を
為
す
こ
と
能
わ
ず
。
…
…
故
に
善
く
主
為
る
者
は
、
賞

を
明
ら
か
に
し
利
を
設
け
て
以
て
之
を
勧
め
、
民
を
使
う
に

功
を
以
て
賞
し
て
、
仁
義
を
以
て
賜
わ
ず
、
刑
を
厳
に
し
罰

を
重
く
し
て
以
て
之
を
禁
じ
、
民
を
使
う
に
罪
を
以
て
誅
し

ゆ
る

て
、
愛
恵
を
以
て
免
さ
ず
。

と
あ
る
よ
う
な
法
家
思
想
と
の
対
立
が
い
よ
い
よ
激
し
さ
を
増
し

て
い
っ
た
時
期
に
出
来
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
『
論
語
』
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
あ
の
『
孟
子
』
に
す

ら
、
膝
文
公
下
篇
に
「
楊
朱
墨
腐
の
言
、
天
下
に
盈
つ
。
天
下
の

言
、
楊
に
帰
せ
ざ
れ
ば
則
ち
墨
に
帰
す
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
孟
子

と
あ
り
、
『
孔
叢
子
』
論
書
篇
に

の
活
動
し
て
い
た
時
期
の
儒
家
に
と
っ
て
、
法
家
は
ま
だ
酋
威
で

は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
注
l
o
)
。
な
お
、
『
容
成

氏
』
に
お
い
て
賞
罰
の
行
わ
れ
な
い
こ
と
を
理
想
と
す
る
考
え
方

は
、
尭
の
時
代
に
限
る
も
の
で
は
な
く
、
尭
以
前
の
逸
名
の
帝
王

の
時
代
の
描
写
の
中
に
も
「
不
賞
不
罰
、
不
靱
（
刑
）
不
殺
（
殺
）
」

（
賞
を
与
え
た
り
罰
を
加
え
た
り
す
る
こ
と
も
な
く
、
刑
し
た
り

殺
し
た
り
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
）
と
同
様
の
趣
旨
の
文
章
が
含

ま
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
同
じ
法
家
系
の
文
献
と
言
っ
て
も
、
『
韓
非
子
』
よ

り
や
や
前
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
商
君
書
』
修
権
篇
に
は
、

世
の
治
を
為
す
者
、
多
く
法
を
釈
て
て
私
議
に
任
ず
。
此
れ

国
の
乱
る
る
所
以
な
り
。
…
…
法
を
以
て
智
能
・
賢
不
肖
を

論
ぜ
ざ
る
者
は
惟
だ
尭
の
み
。
而
も
世
は
尽
く
は
尭
為
ら
ず
。

是
の
故
に
先
王
は
自
議
誉
私
の
任
ず
可
か
ら
ざ
る
を
知
る
な

り
。
故
に
法
を
立
て
分
を
明
ら
か
に
し
、
程
に
中
る
者
は
之

を
賞
し
、
公
を
毀
る
者
は
之
を
誅
す
。
賞
誅
の
法
、
其
の
議

を
失
わ
ず
。
故
に
民
争
わ
ず
。

と
あ
っ
て
、
法
の
絶
対
必
要
性
を
説
き
な
が
ら
も
、
尭
は
例
外
視

さ
れ
て
い
る
（
勿
論
現
実
に
お
け
る
法
の
必
要
性
を
よ
り
強
調
す

る
た
め
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
す
ぎ
な
い
が
）
。
こ
の
点
は
『
韓
非
子
』
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と
違
う
こ
と
は
勿
論
、
尭
に
限
っ
て
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の

と
き
ま
で
の
法
家
系
の
思
想
に
は
、
『
容
成
氏
』
の
よ
う
な
考
え
方

と
の
僅
か
な
接
点
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
が
窺
わ

れ
る
。さ
て
そ
の
次
は
尭
が
天
子
に
立
て
ら
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
の
文

章
が
続
く
。
そ
こ
に
は
、
一
見
す
る
と
、
何
の
変
哲
も
な
い
ご
く

普
通
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
か
も
知
れ
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
な
ぜ

な
ら
、
尭
や
尭
舜
禅
譲
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
諸
文
献
、
例
え

ば
、
『
唐
虞
之
道
』
『
墨
子
』
尚
賢
三
篇
、
『
孟
子
』
万
章
上
篇
、
『
荀

子
』
正
論
篇
、
『
尚
書
』
尭
典
篇
、
『
大
戴
礼
記
』
五
帝
徳
篇
•
帝

繋
篇
、
『
史
記
』
五
帝
本
紀
、
等
々
の
よ
う
な
文
献
に
は
、
尭
は
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
天
子
か
天
子
と
な
る
べ
き
存
在
で
あ
る
こ
と

が
、
む
し
ろ
自
明
の
こ
と
と
し
て
書
か
れ
る
の
が
ご
く
普
通
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
（
注
1
1
)
0

上
記
の
文
章
に
も
う
少
し
注
意
を
払
っ
て
み
て
み
よ
う
。
そ
う

す
る
と
、
尭
が
天
子
と
な
っ
た
の
は
世
襲
に
よ
る
の
で
も
な
け
れ

ば
、
禅
譲
に
よ
る
の
で
も
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
つ
ま
り
、
尭
を

天
子
に
立
て
た
の
は
、
百
里
四
方
と
い
う
小
さ
な
国
か
ら
人
民
を

率
い
て
来
服
し
た
諸
侯
た
ち
な
の
だ
。
換
言
す
れ
ば
、
尭
は
諸
侯

の
来
服
と
推
戴
ー
'
|
恐
ら
く
人
民
も
含
む
だ
ろ
う
ー
ー
ー
に
よ
っ
て

天
子
と
な
っ
た
、
つ
ま
り
立
で
ら
託
だ
天
子
な
の
で
あ
る
（
注
1
2
)
0

そ
れ
は
、
例
え
ば
、
『
史
記
』
の
五
帝
本
紀
に
見
え
る
黄
帝
の
天
子

即
位
の
形
に
似
た
と
こ
ろ
も
あ
る
（
「
諸
侯
咸
軒
頼
を
尊
び
て
天
子

と
為
す
」
）
。
し
か
し
黄
帝
が
天
子
と
な
っ
た
経
緯
に
は
、
後
の
殷

周
革
命
の
よ
う
な
武
力
に
よ
る
誅
伐
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

の
で
、
そ
の
点
は
『
容
成
氏
』
と
一
致
し
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か

く
、
諸
侯
の
来
服
と
推
戴
に
よ
る
天
子
即
位
と
い
う
観
念
は
、
戦

国
時
代
か
ら
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
天
下
・

国
」
構
造
の
観
念
（
注
n
)
を
、
こ
の
時
代
に
ま
で
遡
ら
せ
て
の
歴
史

叙
述
の
仕
方
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
下
文
に
「
天
下
」
と
と

も
に
「
萬
邦
之
君
」
と
い
う
語
が
見
え
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
事

実
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
も
う
一
っ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
事

実
が
あ
る
。
そ
れ
は
金
文
や
『
尚
書
』
周
書
諸
篇
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
、
伝
統
的
宗
教
観
に
も
と
づ
い
た
天
命
説
あ
る
い
は
受
命
説

は
、
『
容
成
氏
』
の
尭
の
叙
述
の
中
に
は
欠
片
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

尤
も
、
『
容
成
氏
』
に
お
い
て
尭
の
時
代
の
よ
う
な
叙
述
の
方
法
が

首
尾
一
貫
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
古
帝
王
か
ら
湯

の
革
命
の
歴
史
を
叙
述
す
る
部
分
ま
で
は
一
度
も
登
場
し
な
か
っ

た
「
天
」
（
す
な
わ
ち
天
命
思
想
）
が
、
武
王
の
革
命
の
歴
史
を
叙

述
す
る
際
に
は
突
如
と
し
て
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
叙
述
の
中

に
見
え
る
こ
の
よ
う
な
不
一
致
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
は
、
『
容
成

氏
』
全
体
の
性
質
に
関
わ
る
―
つ
の
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
た
だ
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し
、
周
書
諸
篇
な
ど
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
周
の
易
姓
受
命
の
思

想
が
当
時
の
知
識
人
の
間
に
広
く
知
ら
れ
、
か
つ
『
容
成
氏
』
の

作
者
も
そ
れ
を
十
分
知
っ
て
い
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う

な
現
象
は
さ
ほ
ど
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

も
う
―
つ
重
要
な
こ
と
は
、
尭
の
も
と
に
天
下
の
諸
侯
や
人
民

が
来
服
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
古
帝
王
と
は
違
っ
て
（
注
1
4
)

、

道
徳
の
完
全
無
欠
な
具
有
者
が
ゆ
え
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
で

は
そ
れ
を
何
に
求
め
て
い
る
か
と
い
う
と
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

「
斎
沓
」
や
「
賓
不
窟
而
民
力
、
不
甥
殺
而
棘
眺
懃
」
の
よ
う
な

彼
の
政
治
的
手
腕
に
求
め
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
尭
は
、
例
え
ば
、

か
の
『
尚
書
』
尭
典
篇
の
「
克
＜
俊
徳
を
明
ら
か
に
す
」
（
『
史
記
』

五
帝
本
紀
は
「
俊
」
を
「
馴
」
に
作
る
）
や
『
大
戴
礼
記
』
五
帝

よ
こ
し
ま

徳
篇
の
「
其
の
徳
同
な
ら
ず
」
、
『
唐
虞
之
道
』
第
十
四
号
簡
の

「
古
者
整
（
発
）
生
於
天
子
而
又
（
有
）
天
下
、
偲
（
聖
）
己
（
以
）

墨
（
遇
）
命
、
忠
（
仁
）
「
』
（
以
）
遣
（
逢
）
音
（
時
）
。
」
（
昔

尭
が
天
子
に
生
ま
れ
て
天
下
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
聖
の

徳
を
も
っ
て
命
に
巡
り
会
い
、
仁
の
徳
を
も
っ
て
時
に
巡
り
会
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
）
の
よ
う
な
イ
デ
ア
的
存
在
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
歴
史
的
実
在
・
政
治
的
人
格
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
『
尚
書
』
『
大
戴
礼
記
』
『
史
記
』
な
ど
の
文
献
は
勿

論
、
『
唐
虞
之
道
』
に
見
え
る
尭
の
描
写
と
の
相
違
を
示
す
も
の
で

あ
ろ
う
。

三
、
「
賢
」
の
基
準

尭
の
天
子
と
な
っ
た
経
緯
の
叙
述
の
後
は
、
尭
が
「
賢
」
の
基

準
を
示
す
文
章
が
第
九

S
十
号
簡
及
び
第
十
三
号
簡
の
上
段
に

次
の
よ
う
に
続
く
。

是
己
（
以
）
視
阪
（
賢
）
。
頻
（
履
）
堅
（
地
）
散
（
戴
）

天
、
竺
（
篤
）
義
輿
肝
（
信
）
、
會
オ
（
在
）
天
陸
（
地
）

之
闘
（
間
）
、
而
羮
（
包
）
オ
（
在
）
四
拇
（
海
）
之
内
。

連
（
畢
）
能
一
方
（
其
）
事
、
而
立
為
天
子
。
光
（
党
）
乃
為

之
季
（
敦
）
日
、
自
内
安
（
焉
）
。
余
穴
貶
（
窺
）
安
（
焉
）
、

己
（
以
）
求
版
（
賢
）
者
而
壌
（
譲
）
安
（
焉
）
。
光
（
党
）

己
（
以
）
天
下
壌
（
譲
）
於
阪
（
賢
）
者
、
天
下
之
阪
（
賢
）

者
莫
之
能
受
也
。
萬
邦
之
君
皆
己
（
以
）
一
方
（
其
）
邦
壌
（
譲
）

於
阪
（
賢
）
〔
者
〕
、
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
販
（
賢
）
者
、
而
瑕
（
賢
）
者
莫
之

能
受
也
。
於
是
虚
（
乎
）
天
下
之
人
、
己
（
以
）

…
…
光
（
党
）
為
善
興
阪
（
賢
）
、
而
采
（
卒
）
立
之
。

そ
れ
ゆ
え
、
「
賢
」
の
基
準
を
以
下
の
よ
う
に
示
し
た
。

す
な
わ
ち
、
「
地
を
履
み
天
を
頂
い
て
（
天
地
に
誓
っ
て
）

義
と
信
を
篤
く
し
、
天
地
の
間
に
存
す
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
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も
の
を
あ
つ
め
て
つ
に
ま
と
め
、
四
つ
の
海
の
内
に
存
す

る
す
べ
て
の
も
の
を
包
容
す
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

す
べ
て
で
き
れ
ば
立
て
て
天
子
と
す
る
」
と
。
そ
こ
で
尭
は

そ
の
た
め
に
次
の
こ
と
を
教
え
た
。
「
そ
れ
を
ま
ず
四
つ
の

海
の
内
か
ら
実
行
し
な
さ
い
。
私
は
そ
れ
を
注
意
深
く
観
察

し
、
賢
者
を
見
つ
け
だ
し
て
そ
の
人
に
譲
り
た
い
。
」
尭
は

天
下
を
譲
ろ
う
と
し
た
が
、
天
下
中
の
賢
者
の
中
で
そ
れ
を

譲
り
受
け
ら
れ
る
者
は
な
か
っ
た
。
万
邦
の
君
主
も
み
な
自

分
の
国
を
賢
者
に
譲
ろ
う
と
し
て
、
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
賢
者
、
し
か
し
賢
者

の
中
で
そ
れ
を
譲
り
受
け
ら
れ
る
者
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し

て
、
天
下
の
人
民
た
ち
は
、
己

…
…
尭
は
よ
く
賢
者
を
推
挙
し
、

あ
る
。

こ
の
文
章
は
、
前
章
で
考
察
し
た
第
六

S
七
号
簡
の
後
に
続
く

文
章
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
来
て
い
き
な
り
「
賢
」
の
問
題
へ
と

内
容
が
一
変
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
恐
ら
く
両
段

落
の
間
に
は
い
く
つ
か
の
竹
簡
が
散
逸
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る

（注
15)
。
ま
た
第
十
一
号
簡
と
第
十
三
号
簡
の
間
に
も
、
同
様
の
理

由
で
い
く
つ
か
の
竹
簡
が
散
逸
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
て
こ
の
段
落
に
は
、
尭
が
の
基
準
を
提
示
し
た
こ
と
、

つ
い
に
舜
を
立
て
た
の
で

そ
れ
を
実
践
す
る
た
め
の
具
体
的
な
手
順
及
び
禅
譲
の
意
志
を
示

し
た
こ
と
、
に
も
関
わ
ら
ず
譲
位
さ
れ
る
に
相
応
し
い
賢
者
が
存

在
し
な
か
っ
た
こ
と
、
万
邦
の
君
主
た
ち
も
自
分
の
国
を
賢
者
に

譲
ろ
う
と
し
た
こ
と
、
そ
し
て
最
後
に
、
尭
が
賢
者
を
推
挙
し
て
、

舜
を
天
子
に
立
て
た
こ
と
、
以
上
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
段
落
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
「
賢
」
の
基
準
を
提
示
し

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
賢
」
の
基
準
を
提
示
し
た
理
由
は
、
そ
の
基

準
を
満
た
し
う
る
「
賢
者
」
を
、
自
分
が
か
つ
て
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
「
立
て
て
天
子
と
為
す
」
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
基
準
の
具
体
的
な
内
容
は
、
「
竺
義
奥
肝
」
、
「
會
才
天
堅

之
闘
」
、
「
愛
オ
四
滑
之
内
」
の
三
点
で
あ
る
。

ま
ず
「
竺
義
奥
肝
」
と
い
う
場
合
の
「
義
」
と
「
信
」
が
一
体

何
を
意
味
す
る
か
の
問
題
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
が
具
体
的
に

わ
か
る
よ
う
な
文
章
が
下
文
に
な
い
た
め
、
今
そ
れ
を
確
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
れ
が
果
た
し
て
個
人
の
レ
ベ
ル

で
の
徳
目
な
の
か
、
社
会
的
規
範
の
よ
う
な
道
義
な
の
か
、
政
治

的
理
念
を
語
る
も
の
な
の
か
、
定
か
で
は
な
い
。
し
か
も
文
献
資

料
に
お
い
て
「
仁
・
義
」
や
「
礼
・
義
」
の
組
み
合
わ
せ
、
あ
る

い
は
「
忠
・
信
」
の
組
み
合
わ
せ
な
ど
は
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
る

が
、
「
義
・
信
」
の
組
み
合
わ
せ
は
殆
ど
見
え
な
い
。

そ
の
次
の
「
會
才
天
腟
之
闘
」
、
「
羮
才
四
拇
之
内
」
も
具
体
的

に
何
を
意
味
す
る
か
、
『
容
成
氏
』
の
中
に
は
そ
れ
を
確
定
で
き
る
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判
断
材
料
が
な
い
。
た
だ
「
會
」
や
「
愛
」
は
、
も
し
か
す
る
と

『
礼
記
』
経
解
篇
に
「
天
子
は
天
地
と
参
な
り
。
故
に
徳
天
地
に

配
し
て
、
万
物
を
兼
ね
利
し
、
日
月
と
明
を
並
べ
、
明
ら
か
に
四

海
を
照
ら
し
て
、
微
小
を
遺
さ
ず
。
」
と
あ
る
一
文
の
中
の
下
線
部

の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
（
「
四
濁
（
海
）

の
内
を
愛
（
包
）
む
こ
と
」
と
「
四
海
を
照
ら
す
」
こ
と
と
の
意

味
上
の
親
近
性
か
ら
）
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
四
濁
」
よ
り
「
天
堅
」

の
方
が
規
模
が
大
き
い
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

そ
れ
を
裏
付
け
る
文
章
が
「
光
乃
為
之
季
日
」
を
冠
す
る
「
自

内
安
」
と
い
う
一
文
で
あ
ろ
う
。
実
は
こ
の
一
文
は
、
「
内
」
を
李

零
氏
が
「
入
」
（
は
い
る
）
に
読
ん
だ
り
、
陳
剣
氏
が
「
納
？
」
（
い

れ
る
）
に
読
ん
だ
り
し
て
以
来
、
蘇
建
洲
氏
は
「
作
何
引
導
他
進

去
」
と
解
釈
し
、
邸
徳
修
氏
は
「
受
聘
者
自
己
進
入
裡
面
了
」
と

解
釈
す
る
（
社
1
6
)
o

「
自
内
安
」
を
こ
の
よ
う
に
読
む
と
、
次
の
「
余

穴
甦
安
」
と
い
う
一
文
は
「
疑
讀
「
穴
窺
」
，
指
盤
孔
於
賭
，
令
試

用
者
入
其
内
，
自
外
観
察
之
。
」
（
李
零
）
や
「
我
由
踏
外
小
孔
窺

探
他
」
（
蘇
建
洲
）
や
「
党
自
己
堅
圭
寄
於
壁
中
，
令
試
用
官
員
入

其
内
接
受
考
瞼
，
而
他
従
外
面
仔
細
観
察
受
試
者
的
能
力
。
」
（
邸

徳
修
）
の
よ
う
に
解
釈
せ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
（
注
17)°

つ
ま
り
、

尭
が
本
当
に
壁
に
穴
を
あ
け
、
外
か
ら
そ
の
穴
を
通
し
て
覗
き
見

る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
動
作
を
指
す
と
い
う
解
釈
に
な
ら
ざ
る
を

え
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
筆
者
は
い
ず
れ
も
読
み
誤
り
だ
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、

「
自
内
安
」
は
一
種
の
キ
ア
ス
ム
ス

(
c
h
i
a
s
m
u
s
)

の
表
現
法
で

あ
っ
て
、
「
内
」
と
は
、
上
文
の
「
會
才
天
腟
之
闘
」
及
び
「
愛
オ

四
濁
之
内
」
の
両
句
の
う
ち
、
後
者
の
「
内
」
を
指
す
こ
と
ば
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
尭
が
「
四
濁
之
内
」
か
ら
や
り
な
さ

い
と
わ
ざ
わ
ざ
教
示
し
た
理
由
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
「
天
堅
」

よ
り
「
四
拇
」
の
方
が
規
模
が
小
さ
い
か
ら
に
違
い
あ
る
ま
い
。

そ
う
す
る
と
、
次
の
「
余
穴
趾
安
」
は
、
李
零
氏
な
ど
が
解
釈
す

る
よ
う
な
意
味
と
い
う
よ
り
、
「
注
意
深
く
観
察
す
る
」
と
い
う
程

度
の
意
味
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
穴
」
は
も
し
か
す
る
と
別
の
字

の
仮
借
字
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
そ
れ
を
立
証
で
き
る
材
料
は
持

っ
て
い
な
い
。

そ
の
次
に
「
「
』
求
阪
者
而
壊
安
」
と
あ
る
の
は
、
言
う
ま
で
も

な
く
尭
自
ら
が
賢
者
へ
の
譲
位
、
つ
ま
り
禅
譲
の
意
志
を
明
確
に

示
す
文
章
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
子
』
万
章
上
篇
に
見
え
る
か

の
有
名
な
文
章
、
す
な
わ
ち
、

万
章
日
く
、
尭
は
天
下
を
以
て
舜
に
与
う
、
と
。
諸
有
り
や
、

と
。
孟
子
日
く
、
否
。
天
子
は
天
下
を
以
て
人
に
与
う
る
こ

と
能
わ
ず
、
と
。
然
ら
ば
則
ち
舜
の
天
下
を
有
つ
や
、
執
か

之
を
与
え
し
、
と
。
日
く
、
天
之
を
与
う
、
と
。
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に
見
え
る
よ
う
な
天
命
論
に
も
と
づ
く
禅
譲
（
こ
れ
を
受
け
継
い

で
い
る
の
が
司
馬
遷
の
書
い
た
『
史
記
』
五
帝
本
紀
中
の
尭
舜
禅

譲
の
部
分
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
）
や
、
正
論

篇
に
、

世
俗
の
説
を
為
す
者
日
く
、
尭
舜
は
檀
譲
せ
り
、
と
。
是
れ

然
ら
ず
。
天
子
な
る
者
は
、
執
位
至
尊
に
し
て
、
天
下
に
敵

無
し
。
夫
れ
誰
と
与
に
譲
る
こ
と
有
ら
ん
。
…
…
夫
の
尭
舜

は
檀
譲
せ
り
と
日
う
は
、
是
れ
虚
言
な
り
。
是
れ
浅
者
の
伝
、

晒
者
の
説
な
り
。

と
あ
る
よ
う
な
禅
譲
否
定
論
と
全
く
違
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

つ
ま
り
天
子
に
よ
る
自
主
的
・
人
為
的
な
禅
譲
の
こ
と
が
描
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
、
天
下
中
の
賢
者

の
中
で
王
位
を
譲
り
受
け
ら
れ
る
人
間
は
誰
一
人
い
な
か
っ
た
と

書
い
て
い
る
の
は
、
尭
の
提
示
し
た
賢
の
基
準
を
満
た
し
う
る
人

物
は
舜
し
か
存
在
し
な
い
こ
と
を
極
端
に
強
調
す
る
た
め
に
用
意

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
次
の
文
章
、
す
な
わ
ち
万
邦
の
君
、
つ
ま
り

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
国
の
君
主
も
自
分
の
国
を
賢
者
に
譲
ろ
う
と
し

た
と
い
う
文
章
は
、
勿
論
虚
構
で
は
あ
る
が
、
作
者
が
な
ぜ
国
レ

ベ
ル
の
禅
譲
に
も
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
唐
突
で

あ
る
と
同
時
に
不
自
然
な
感
が
否
め
な
い
。
こ
れ
を
ど
う
理
解
す

べ
き
か
と
い
う
の
は
難
し
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
た
だ
し
作
者
が

天
子
レ
ベ
ル
の
禅
譲
と
諸
侯
レ
ベ
ル
の
そ
れ
と
を
き
ち
ん
と
分
け

て
考
え
て
い
る
、
そ
う
い
う
作
者
の
意
識
は
見
て
取
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

さ
て
禅
譲
の
歴
史
を
述
べ
た
り
、
禅
譲
の
問
題
を
詳
論
す
る
現

存
文
献
の
中
で
、
『
容
成
氏
』
と
同
様
、
天
子
レ
ベ
ル
の
禅
譲
と
諸

侯
レ
ベ
ル
の
そ
れ
と
を
意
識
的
に
分
け
る
文
献
は
殆
ど
な
い
。
と

こ
ろ
で
、
前
稿
で
も
触
れ
た
よ
う
に
（
注
18)

、
『
荀
子
』
正
論
篇
の
中

に
は
、
老
衰
に
よ
る
禅
譲
を
否
定
す
る
論
を
展
開
す
る
文
章
の
中

に
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
一
文
が
含
ま
れ
て
い
る
。

故
に
諸
侯
は
老
す
る
こ
と
有
れ
ど
も
、

ゆ
ず

無
く
、
国
を
檀
る
こ
と
有
れ
ど
も
、

と
日
う
は
、
古
今
一
な
り
。

天
子
は
老
す
る
こ
と

天
下
を
檀
る
こ
と
無
し

こ
の
文
章
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
『
容
成
氏
』
と
同
様
、
天

子
レ
ベ
ル
の
禅
譲
と
諸
侯
レ
ベ
ル
の
そ
れ
と
を
意
識
的
に
分
け
て

い
る
こ
と
、
天
子
レ
ベ
ル
の
禅
譲
は
否
定
す
る
が
諸
侯
レ
ベ
ル
の

そ
れ
は
否
定
し
な
い
こ
と
、
よ
っ
て
禅
譲
は
い
か
な
る
場
合
に
で

も
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
以
上
の
三
点
で
あ
る
。
前
稿

で
は
、
そ
の
論
理
の
中
に
禅
譲
否
定
か
ら
肯
定
へ
と
転
換
さ
れ
る
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潜
在
的
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
実
際
に
転
換
さ
れ

た
例
が
成
相
篇
で
あ
る
と
推
測
し
た
。
『
容
成
氏
』
の
当
該
箇
所
も
、

『
荀
子
』
正
論
篇
を
ふ
ま
え
て
、
天
子
レ
ベ
ル
の
禅
譲
と
諸
侯
レ

ベ
ル
の
そ
れ
と
を
意
識
的
に
分
け
な
が
ら
も
、
当
時
に
お
け
る
禅

譲
と
は
、
尭
だ
け
が
実
行
し
よ
う
と
し
た
希
な
政
権
交
代
の
形
態

で
は
な
く
、
す
べ
て
の
国
々
が
実
行
し
よ
う
と
し
た
ご
く
一
般
的

な
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
歴
史
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
が
感
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
古
帝
王
時
代
の

歴
史
を
禅
譲
の
歴
史
と
し
て
描
く
際
の
意
識
と
同
様
の
意
識
が
作

者
の
中
に
働
い
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
意
識
と

は
、
禅
譲
の
一
般
化
・
普
遍
化
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
注
1
9
)
0

前
章
で
考
察
し
た
段
落
の
最
後
、
す
な
わ
ち
第
十
三
号
簡
の
上

段
に
は
、
「
光
為
善
興
販
、
而
采
立
之
。
」
と
い
う
両
句
が
あ
る
。

前
句
の
意
味
に
つ
い
て
は
別
に
議
論
の
余
地
が
な
い
が
、
後
句
に

つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
二
通
り
の
解
釈
に
分
か
れ
て
い
る
。
一
っ

は
、
こ
の
文
章
全
体
の
主
語
を
「
天
下
之
人
」
と
し
、
「
采
立
之
」

の
「
之
」
を
「
尭
」
と
解
釈
す
る
説
。
も
う
―
つ
は
、
「
尭
」
を
主

語
と
し
、
「
之
」
を
舜
と
解
釈
す
る
説
。
前
者
の
よ
う
に
解
釈
す
る

の
は
陳
剣
氏
・
蘇
建
洲
氏
で
あ
り
、
後
者
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の

四
、
尭
に
よ
る
舜
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
そ
の
原
因
•
理
由

は
邸
徳
修
氏
で
あ
る
（
注
20)°

勿
論
、
後
者
の
解
釈
の
方
が
妥
当
と

考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
前
者
の
よ
う
に
解
釈
す
る
と
、
第
七
号
簡

に
「
奉
而
立
之
、
己
為
天
子
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
尭
は
賢
の
基
準

を
示
す
前
に
す
で
に
諸
侯
た
ち
に
よ
っ
て
天
子
に
立
て
ら
れ
て
い

た
の
に
、
こ
こ
で
賢
の
基
準
を
示
し
た
後
ま
た
「
つ
い
に
尭
を
立

て
た
」
と
解
釈
す
る
と
、
前
後
の
文
章
の
流
れ
が
非
常
に
不
自
然

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
の
「
之
」
は
舜

を
指
す
と
見
な
し
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
第
十
三

号
簡
の
中
段
・
下
段
か
ら
第
十
四
号
簡
並
び
に
第
八
号
簡
に
は
、

昔
（
昔
）
窒
（
舜
）
静
（
耕
）
於
替
（
歴
）
丘
、
宮
（
勾
）

於
河
賓
（
濱
）
、
魚
（
漁
）
於
竪
（
雷
）
澤
、
孝
菜
（
獲
）

父
母
（
母
）
、
己
（
以
）
善
一
方
（
其
）
斬
（
親
）
、
乃
及
邦
子
。

光
（
幸
R

）
餌
（
聞
）
之
、
而
敗
（
美
）
一
方
（
其
）
行
。
光
（
甕
）

於
是
堺
（
乎
）
為
車
十
又
（
有
）
五
帝
（
乗
）
、
己
（
以
）

三
従
窒
（
舜
）
於
均
（
軟
）
薔
（
畝
）
之
中
。
窒
（
舜
）
於

是
堺
（
乎
）
的
（
始
）
季
（
免
）
報
（
刈
）
秤
褥
（
網
）
i

妾

（
鋪
）
、
俯
（
介
）
而
坐
之
。
子
光
（
尭
）
南
面
、
窒
（
舜
）

北
面
。
窒
（
舜
）
於
是
虚
（
乎
）
釘
（
始
）
語
光
（
甕
）
天

堅
（
地
）
人
民
之
道
。
輿
之
言
―
正
（
政
）
、
敗
（
説
）
束
[

（
以
）
行
。
奥
之
言
奨
（
楽
）
、
敗
（
説
）
昧
（
和
）
己
（
以
）

兒
（
長
）
。
輿
之
言
豊
（
證
）
、
敗
（
説
）
改
（
博
）
己
（
以
）
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不
逆
。
光
（
甕
）
乃
敗
（
悦
）
。
光
（
発
）

昔
舜
は
歴
丘
で
耕
作
し
、
河
の
ほ
と
り
で
陶
器
を
作
り
、

雷
沢
で
魚
を
捕
り
な
が
ら
、
父
母
に
孝
養
を
尽
く
し
、
自
分

の
肉
親
に
親
し
く
し
た
の
で
、
（
彼
の
美
行
が
）
国
中
の
人

々
に
ま
で
広
ま
っ
た
。
尭
は
そ
の
こ
と
を
聞
い
て
彼
の
行
い

を
称
え
た
。
そ
こ
で
尭
は
十
五
台
の
車
を
作
っ
て
、
田
野
に

い
る
舜
に
三
度
も
訪
れ
た
。
舜
は
そ
こ
で
は
じ
め
て
か
ま
・

小
さ
な
す
き
・
く
わ
•
す
き
を
下
に
置
い
て
お
き
、
互
い
に

距
離
を
お
い
て
座
っ
た
。
尭
は
南
面
し
、
舜
は
北
面
し
た
。

舜
は
そ
こ
で
尭
に
天
地
人
民
の
道
に
つ
い
て
語
っ
た
。
彼
と

政
治
の
話
を
す
る
と
、
（
不
義
を
）
的
確
に
選
び
出
し
て
実

際
に
行
動
に
移
す
も
の
と
述
べ
、
音
楽
の
話
を
す
る
と
、
調

和
を
保
っ
て
こ
そ
国
家
は
長
ら
く
存
続
す
る
も
の
と
述
べ
、

礼
の
話
を
す
る
と
、
幅
広
く
交
わ
り
な
が
ら
（
礼
は
）
き
ち

ん
と
守
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
述
べ
た
。
尭
は
気
に
入
っ
た
。

尭
は
…
…

と
あ
っ
て
、
舜
の
話
が
具
体
的
に
続
く
。
す
な
わ
ち
、
舜
の
貧
賎

な
生
活
ぶ
り
、
に
も
関
わ
ら
ず
父
母
に
孝
養
を
尽
く
し
肉
親
に
親

し
く
し
て
そ
の
善
行
が
国
中
の
人
々
に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
こ
と
、

尭
が
そ
れ
を
激
賛
し
舜
に
三
度
も
訪
問
し
た
こ
と
、
舜
が
尭
に
天

地
人
民
の
道
を
語
っ
た
こ
と
、
以
上
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

舜
の
貧
賎
な
生
活
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
農
業
・
陶
業
・

漁
業
を
生
活
手
段
と
し
て
い
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ

で
、
こ
の
舜
の
貧
賎
な
生
活
ぶ
り
は
出
土
資
料
や
文
献
資
料
の
中

に
多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
描
き
方
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
中
で
も
特
に
興
味
深
い
の
は
、
の

尚
賢
三
篇
で
あ
る
。
ま
ず
尚
賢
上
篇
に
は
、

古
者
尭
は
舜
を
服
沢
の
陽
に
挙
げ
、

平
ら
か
な
り
。

之
に
政
を
授
け
、

天
下

と
あ
っ
て
、
貧
賎
な
生
活
ぶ
り
に
関
す
る
描
写
が
全
く
見
ら
れ
な

か
っ
た
の
が
、
次
の
尚
賢
中
篇
に
は
、

①

②

③

 

古
者
舜
は
歴
山
に
耕
し
、
河
瀕
に
陶
し
、
雷
沢
に
漁
す
。
尭

は
之
を
服
沢
の
陽
に
得
、
挙
げ
て
以
て
天
子
と
為
し
、
与
に

天
下
の
政
に
接
し
、
天
下
の
民
を
治
む
。

と
あ
っ
て
、
貧
賎
さ
を
表
す
三
句
が
新
た
に
挿
入
さ
れ
て
お
り
、

最
後
の
尚
賢
下
篇
に
は
、

昔
者
舜
は
歴
山
に
耕
し
、
河
瀕
に
陶
し
、
雷
沢
に
漁
し
、
常

陽
に
灰
す
（
猜
）
。
尭
之
を
服
沢
の
陽
に
得
て
、
立
て
て
天
子
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と
あ
っ
て
、
貧
賎
さ
を
表
す
表
現
が
明
ら
か
に
も
う
句
増
え
て

い
る
。
同
じ
文
献
中
の
三
つ
の
篇
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
貧
賎

さ
を
表
す
表
現
が
最
初
は
な
か
っ
た
の
が
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は

貧
賎
の
度
合
が
激
し
さ
を
増
し
た
り
す
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

『
容
成
氏
』
が
尚
賢
中
篇
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
な
お
、
こ
の
三
句
は
、
儒
家
系
の
古
侠
書
と
言
わ
れ
る
郭

店
楚
簡
『
窮
達
以
時
』
第
二
＼
三
号
簡
に
「
窒
（
舜
）
戦
（
耕
）

於
蔑
(
-
恐
）
山
、
牢
IT

(Jj§')

笛
（
拍
）
於
河
匝
（
滸
）
」
と
あ
る
例

や
『
大
戴
礼
記
』
五
帝
徳
篇
に
「
陶
漁
し
て
親
に
事
う
」
と
あ
る

例
以
外
に
、
先
秦
の
儒
家
系
の
文
献
に
は
全
く
見
え
な
い
。
『
容
成

氏
』
の
当
該
箇
所
が
他
の
学
派
の
文
献
か
ら
取
っ
て
き
た
可
能
性

が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
『
墨
子
』
尚
賢
三
篇
と
『
容
成
氏
』
と
の
間
に
は
重

要
な
相
違
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
墨
子
』
に
お
い
て
は
、
舜
の
貧

賎
な
身
分
に
の
み
論
点
を
絞
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
容
成
氏
』

に
お
い
て
は
、
「
孝
菜
父
母
‘
己
善
一
方
新
、
乃
及
邦
子
。
光
餌
之
、

而
敗
一
方
行
。
」
の
よ
う
な
孝
子
説
話
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

舜
の
貧
賎
な
身
分
か
ら
父
母
へ
の
孝
へ
と
論
点
の
転
換
を
な
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
両
者
の
論
点
の
違
い
は
、
読
者
の

関
心
を
そ
れ
ぞ
れ
全
く
別
の
方
向
に
向
け
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
気

と
為
し
、

天
下
の
政
に
接
し
、

天
下
の
民
を
治
め
し
む
。

づ
く
。
つ
ま
り
前
者
の
場
合
は
、
舜
の
身
分
が
低
い
に
も
関
わ
ら

ず
彼
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
尭
の
尚
賢
政
治
の
素
睛
ら
し
ざ
へ
と
、

後
者
の
場
合
は
、
貧
賎
な
生
活
を
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
父

母
に
孝
を
尽
く
し
た
舜
の
偉
さ
へ
と
。
換
言
す
れ
ば
、
前
者
に
は

尭
に
よ
る
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
事
実
だ
け
を
特
記
し
て
い
て
、
尚
賢

さ
れ
る
側
の
挙
用
や
譲
位
の
原
因
•
理
由
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て

は
全
く
無
関
心
、
あ
る
い
は
論
外
に
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者

の
場
合
は
尭
に
よ
る
尚
賢
の
事
実
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
さ
ら
に
挙
用

さ
れ
る
側
の
資
質
や
挙
用
・
譲
位
の
原
因
・
理
由
な
ど
の
問
題
に

一
方
踏
み
込
ん
で
議
論
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
容
成
氏
』
に
お
い

て
挙
用
の
原
因
•
理
由
の
一
っ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が

「
孝
」
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

な
孝
子
説
話
を
積
極
的
に
用
い
る
の
は
、
『
孟
子
』
離
婁
上
篇
•
万

章
上
篇
・
告
子
下
篇
、
『
唐
虞
之
道
』
、
『
尚
書
』
尭
典
篇
、
『
大
戴

礼
記
』
五
帝
徳
篇
、
『
左
伝
』
文
公
十
八
年
の
条
、
『
荀
子
』
大
略

篇
、
『
礼
記
』
中
庸
篇
な
ど
、
主
と
し
て
儒
家
系
の
文
献
に
多
く
見

ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
挙
用
や
譲
位
の
原
因
•
理
由
、
し
か
も
直
接

の
原
因
•
理
由
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
一
言
で
儒
家
系
の
文
献
と

言
っ
て
も
必
ず
し
も
同
じ
こ
と
が
書
い
て
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
『
孟
子
』
万
章
上
篇
に
は
、
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（
万
章
）
日
く
、
敢
て
問
う
、
之
を
天
に
薦
め
て
天
之
を
受

け
、
之
を
民
に
暴
し
て
民
之
を
受
く
と
は
、
如
何
、
と
。

日
く
、
之
を
し
て
祭
を
主
ら
し
め
て
、
百
神
之
を
享
く
。
是

れ
天
之
を
受
く
る
な
り
。
之
を
し
て
事
を
主
ら
し
め
て
事
治

ま
り
、
百
姓
之
に
安
ん
ず
。
是
れ
民
之
を
受
く
る
な
り
。
…

．．． 
舜
は
尭
に
相
た
る
こ
と
二
十
有
八
載
。
人
の
能
く
為
す
所

に
非
ざ
る
な
り
。
天
な
り
。
尭
崩
じ
、
三
年
の
喪
畢
り
て
、

舜
尭
の
子
を
南
河
の
南
に
避
く
。
天
下
の
諸
侯
朝
観
す
る
者
、

尭
の
子
に
之
か
ず
し
て
舜
に
之
く
。
訟
獄
す
る
者
、
尭
の
子

に
之
か
ず
し
て
舜
に
之
く
。
謳
歌
す
る
者
、
尭
の
子
を
謳
歌

せ
ず
し
て
舜
を
謳
歌
す
。
故
に
曰
く
、
天
な
り
、
と
。
夫
れ

然
る
後
中
国
に
之
き
、
天
子
の
位
を
践
め
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
百
神
へ
の
祭
祀
を
主
宰
さ
せ
る
と
い
う
宗
教
的

試
練
及
び
人
事
に
関
す
る
様
々
な
事
業
を
主
宰
さ
せ
る
と
い
う
政

治
的
試
練
に
耐
え
ら
れ
た
こ
と
、
二
十
八
年
と
い
う
長
い
摂
政
期

間
、
尭
が
崩
御
し
た
後
、
朝
観
す
る
者
・
訟
獄
す
る
者
が
尭
の
子

の
方
へ
行
か
ず
に
舜
の
方
へ
行
っ
た
り
、
謳
歌
す
る
者
が
尭
の
子

を
謳
歌
せ
ず
に
舜
を
謳
歌
し
た
り
し
た
こ
と
な
ど
が
直
接
の
原

因
•
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
論
理
の
中
に
は
常
に

「
天
」
が
最
大
の
論
拠
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
『
唐
虞
之
道
』
第

二
十
二

S
二
十
三
号
簡
に
は
、

古
者
堕
（
甕
）
之
奔
（
暴
）
条
（
舜
）
也
、
昏
（
聞
）
条
（
舜
）

劉
智
（
知
）
汀
（
其
）
能
技
（
養
）
天
下
之
者
（
老
）
也
。

昏
（
聞
）
条
（
舜
）
剃
‘
智
（
知
）
万
（
其
）
能
釘
（
事
）

天
下
之
長
也
。
昏
（
聞
）
条
（
舜
）
紘
（
慈
）
虚
（
乎
）
弟
、

〔
智
（
知
）
汀
（
其
）
能
〕
ロ
ロ
ロ

昔
尭
が
舜
を
登
用
し
た
の
は
、
舜
が
親
に
孝
を
尽
く
す
こ

clを
聴
き
、
天
下
中
の
お
年
寄
り
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
舜
が
年
長
者
に
刷
糾
i

尽
く
す
こ
と
を
聴
き
、
天
下
中
の
年
長
者
に
仕
え
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
舜
が
（
弟

に
）
慈
愛
深
い
こ
と
を
聴
き
、
口
□
□
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
…
…

と
あ
る
よ
う
に
、
舜
は
「
孝
」
の
み
な
ら
ず
、
「
弟
・
慈
」
な
ど
宗

族
倫
理
に
つ
な
が
る
諸
徳
目
の
実
践
者
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が

舜
の
挙
用
の
直
接
の
原
因
•
理
由
と
さ
れ
て
い
る
（
蒻
i
)。
ま
た
『
尚

書
』
尭
典
篇
に
は
、

帝
日
く
、
杏
、
四
岳
よ
、
朕
位
に
在
る
こ
と
七
十
載
。
汝
能

く
命
を
庸
い
た
り
。
朕
が
位
を
巽
め
、
と
。
…
…
日
く
、
明

明
し
て
側
晒
を
揚
げ
よ
、
と
。
師
帝
に
錫
え
て
日
く
、
鰈
下
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に
有
り
、
虞
舜
と
日
う
、
と
。
…
…
帝
日
く
、
我
其
く
は
試

み
ん
か
な
。
時
れ
に
女
し
て
、
厭
の
二
女
に
刑
す
る
を
観
ん
、

と
。
二
女
を
消
の
訥
に
甑
め
降
し
、
虞
に
娯
せ
し
む
。
帝
日

く
、
欽
ま
ん
か
な
、
と
。
慎
ん
で
五
典
を
徽
め
し
む
れ
ば
、

五
典
に
克
＜
従
え
り
。
百
揆
に
納
る
れ
ば
、
百
揆
時
れ
叙
う
。

四
門
に
賓
せ
し
む
れ
ば
、
四
門
穆
穆
た
り
。
大
麓
に
納
る
れ

ば
、
烈
風
•
雷
雨
も
迷
わ
さ
ず
。

と
あ
る
よ
う
に
、
家
庭
内
の
試
練
、
政
事
的
試
練
、
宗
教
的
試
練

に
耐
え
ら
れ
た
こ
と
が
直
接
の
原
因
•
理
由
と
さ
れ
て
い
る
（
翡
3
)
0

そ
れ
に
対
し
て
、
『
容
成
氏
』
の
場
合
は
、
舜
を
し
て
尭
に
「
天

壁
人
民
之
道
」
（
以
下
、
「
天
地
人
民
の
道
」
と
表
記
）
を
語
ら
せ

て
お
り
、
そ
れ
が
挙
用
・
譲
位
の
直
接
の
原
因
•
理
由
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
「
天
」
の
よ
う
な
超
越
的
な
存
在
に
論
拠
を
求
め

た
り
（
『
孟
子
』
）
、
舜
個
人
の
優
れ
た
道
徳
的
資
質
を
強
調
し
た

り
（
『
唐
虞
之
道
』
）
、
与
え
ら
れ
た
様
々
な
試
練
を
乗
り
越
え
ら

れ
る
能
力
を
持
た
せ
た
り
（
『
尚
書
』
）
す
る
タ
イ
プ
と
は
明
ら
か

に
違
う
タ
イ
プ
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
下
文
に
は
引
き
続
き
、
「
天
地
人
民
の
道
」
（
翡
）
の
具
体
的

な
中
身
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
＿
正
・
奨
・
豊
」
（
以
下
、
「
政
・

楽
・
礼
」
と
表
記
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、

「
天
地
人
民
の
道
」
と
「
政
•
楽
・
礼
」
と
の
関
係
性
の
問
題
で

あ
る
。
な
ぜ
関
係
性
に
注
目
す
る
か
と
い
う
と
、
天
地
人
民
の
道

を
か
り
に
天
地
の
道
と
人
民
の
道
と
に
分
け
て
考
え
る
な
ら
ば
、

「
政
•
楽
・
礼
」
と
は
、
一
見
す
る
と
、
人
間
・
社
会
に
属
す
る

事
象
で
あ
っ
て
、
天
地
の
道
と
は
関
係
の
な
い
よ
う
に
見
え
る
か

も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
容
成
氏
』
は
天
地

人
民
の
道
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
「
政
•
楽
・
礼
」
を
取
り
上

げ
て
い
る
か
ら
、
「
政
•
楽
・
礼
」
の
三
者
を
天
地
の
道
と
も
一
致

さ
せ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
次
に
、
こ
の

問
題
と
関
連
し
て
『
左
伝
』
昭
公
二
十
五
の
条
の
次
の
文
章
を

見
て
み
よ
う
。

子
大
叔
、
趙
簡
子
に
見
ゆ
。
簡
子
、
揖
譲
・
周
旋
の
礼
を
問

う
。
対
え
て
日
く
、
是
れ
儀
な
り
、
礼
に
非
ざ
る
な
り
、
と
。

簡
子
日
く
、
敢
て
問
う
、
何
を
か
礼
と
謂
う
、
と
。
対
え
て

日
く
、
吉
や
諸
を
先
大
夫
子
産
に
聞
け
り
。
日
く
、
知
幻
叫
i

は
天
の
経
な
り
、
地
の
義
な
り
、
民
の
行
い
な
り

oii

経
に
し
て
、
民
実
に
之
に
則
る
。
天
の
明
に
則
り
、
地
の
性

闘
、
其
の
六
気
を
生
じ
、
其
の
五
行
を
用
う
。
気
は
五

味
と
為
り
、
発
し
て
五
色
と
為
り
、
章
わ
れ
て
五
声
と
為
る
。

淫
す
れ
ば
則
ち
昏
乱
し
て
、
民
其
の
性
を
失
う
。
是
の
故
に

礼
を
為
し
て
以
て
之
を
奉
ず
。
…
…
、
と
。
簡
子
日
く
、
甚

だ
し
い
か
な
、
礼
の
大
な
る
や
、
と
。
対
え
て
曰
く
、
叫
ば
ー
'
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上
下
の
紀
、
天
地
の
経
緯
な
り
。
民
の
生
ず
る
所
以
な
り
。

是
を
以
て
先
王
之
を
尚
ぶ
。
故
に
人
の
能
く
自
ら
曲
直
し
て

以
て
礼
に
赴
く
者
、
之
を
成
人
と
謂
う
。
大
な
る
こ
と
亦
宜

な
ら
ず
や
、
と
。
簡
子
日
く
、
鞍
や
請
う
、
終
身
此
の
言
を

守
ら
ん
、
と
。

と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
礼
を
天
の
経
・
地
の
義
・
民
の
行
い
と
致

さ
せ
る
思
想
が
明
確
に
表
れ
て
い
る
。
政
や
楽
に
つ
い
て
の
言
及

は
な
い
が
、
礼
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
礼
を
天
・
地
・
民
と
関
係
づ

け
て
い
る
こ
と
は
、
『
容
成
氏
』
の
礼
と
天
地
人
民
の
道
と
の
関
係

性
の
問
題
を
解
く
際
、
重
要
な
示
唆
点
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

さ
て
『
左
伝
』
で
礼
を
天
経
地
義
と
す
る
見
方
を
詳
し
く
分
析

し
た
板
野
長
八
氏
に
よ
れ
ば
、
『
老
子
』
は
無
為
な
る
天
道
を
も
っ

て
孔
孟
の
人
道
を
否
定
し
、
礼
は
忠
信
の
薄
い
も
の
で
乱
の
首
な

り
と
し
、
『
荘
子
』
は
礼
は
人
の
生
・
性
を
傷
つ
け
る
も
の
、
偽
な

る
も
の
と
し
て
方
外
に
出
た
。
故
に
『
左
伝
』
が
礼
を
天
経
地
義

と
す
る
こ
と
は
、
礼
こ
そ
『
老
子
』
・
『
荘
子
』
の
天
の
道
そ
の
も

の
で
あ
り
、
か
つ
恒
常
不
変
の
経
な
る
も
の
と
し
て
、
『
老
子
』
．

『
荘
子
』
の
否
定
・
排
撃
を
阻
止
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
（
翡
）
0

板
野
氏
の
以
上
の
見
解
に
全
く
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

要
す
る
に
『
左
伝
』
の
上
文
に
表
れ
て
い
る
礼
観
念
は
、
道
家
思

想
（
特
に
子
』
）
に
お
い
て
「
人
」
（
人
為
•
作
為
）
に
属
す

る
事
象
と
し
て
軽
視
・
否
定
さ
れ
て
い
た
「
礼
」
を
、
「
天
」
（
人

為
•
作
為
の
な
い
こ
と
）
に
属
す
る
事
象
と
し
て
転
換
さ
せ
て
重

視
・
肯
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
儒
家
思
想
の
根
本
概
念
の
一
っ

と
し
て
定
立
し
直
し
た
結
果
登
場
し
た
新
し
い
思
想
、
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
（
注
26)°

板
野
氏
は
そ
の
橋
渡
し
の
役
割
を
果
た
し
た

も
の
と
し
て
『
荀
子
』
の
天
人
の
分
の
思
想
を
道
家
思
想
と
『
左

伝
』
の
間
に
設
定
す
る
が
、
『
左
伝
』
と
の
関
係
は
と
も
か
く
、
『
荀

子
』
が
道
家
の
天
人
関
係
論
の
深
い
影
署
を
被
り
つ
つ
、
そ
れ
に

変
更
を
加
え
て
自
ら
の
新
し
い
天
人
の
分
の
思
想
を
唱
え
て
い
た

と
い
う
認
識
は
、
す
で
に
多
く
の
学
者
た
ち
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
（
蒻
i

)

。
こ
の
こ
と
は
「
楽
」
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
、

例
え
ば
『
礼
記
』
楽
記
篇
に
、

楽
は
天
地
の
和
な
り
。
礼
は
、
天
地
の
序
な
り
。
…
•
•
•
天
高

く
地
下
く
、
万
物
散
殊
し
て
、
礼
制
行
わ
る
。
流
れ
て
息
ま

ず
、
合
同
し
て
化
し
て
、
楽
興
る
。
：
·
：
•
楽
は
和
を
敦
く
し
、

神
に
率
い
て
天
に
従
い
、
礼
は
宜
を
別
に
し
、
鬼
に
居
て

地
に
従
う
。
故
に
聖
人
楽
を
作
り
て
以
て
天
に
応
じ
、
礼
を

制
し
て
以
て
地
に
配
す
。
礼
楽
明
ら
か
に
備
わ
り
て
、
天
地

胃゚
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と
あ
る
よ
う
に
、
「
楽
」
を
天
地
の
和
と
し
て
「
天
」
に
属
す
る
事

象
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
「
政
」
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
「
政
」
に
つ
い
て
は
『
荘
子
』
天
道
篇
の
尭
舜
問
答
に
、

昔
者
舜
尭
に
問
い
て
日
く
、
天
王
の
心
を
用
う
る
こ
と
何
如
、

と
。
尭
日
く
、
吾
れ
無
告
に
放
ら
ず
、
窮
民
を
廃
て
ず
、
死

者
を
苦
え
、
襦
子
を
嘉
し
て
、
婦
人
を
哀
れ
む
。
此
れ
吾
が

心
を
用
う
る
所
以
の
み
、
と
。
舜
日
く
、
美
は
則
ち
美
な
り
。

而
れ
ど
も
未
だ
大
な
ら
ざ
る
な
り
、
と
。
尭
日
く
、
然
ら
ば

な

則
ち
何
如
、
と
。
舜
日
く
、
天
徳
り
て
出
〈
土
〉
寧
ら
か
に
、

日
月
照
ら
し
て
四
時
行
る
。
昼
夜
の
経
有
り
、
雲
行
き
て
雨

施
す
が
若
く
せ
ん
、
と
。
尭
日
く
、
膠
膠
擾
擾
た
る
か
な
。

子
は
天
の
合
な
り
、
我
れ
は
人
の
合
な
り
、
と
。
夫
れ
天
地

な
る
者
は
、
古
の
大
と
す
る
所
に
し
て
、
黄
帝
・
尭
舜
の
共

に
美
と
す
る
所
な
り
。
故
に
古
の
天
下
に
王
た
る
者
は
、
羹

を
か
為
さ
ん
や
。
天
地
の
み
。

と
あ
る
。
こ
の
文
章
の
中
に
は
「
政
」
の
字
は
な
い
が
、
問
答
全

体
の
内
容
か
ら
政
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
議
論
と
見
な
し
て
差

し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
下
線
部
か
ら
は
、
「
天
」
に

属
す
る
政
治
の
あ
り
方
と
「
人
」
に
属
す
る
政
治
の
あ
り
方
を
一

項
対
立
的
に
と
ら
え
、
前
者
を
重
視
・
肯
定
し
、
後
者
を
軽
視
・

否
定
し
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
読
み
取
れ
る
。
そ
こ
で
―
つ
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
政
治
そ
の
も
の
は
決
し
て
否
定
し

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
政
治
の
あ
り
方
が
問
題
な
の

だ
。
ま
た
最
後
に
黄
帝
・
尭
舜
が
み
な
「
天
地
」
を
美
と
し
た
と

締
め
く
く
つ
て
い
る
し
、
本
問
答
は
政
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

議
論
で
あ
る
か
ら
、
も
し
『
容
成
氏
』
を
こ
の
よ
う
な
議
論
の
流

れ
と
軸
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
「
天
地
人
民
の

道
」
の
中
身
の
一
っ
と
し
て
「
政
」

1

勿
論
「
政
」
の
中
身
は

天
道
篇
と
違
う
ー
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
も
首
肯
で
き
る

と
思
わ
れ
る
。

五
、
尭
舜
．
舜
馬
の
禅
譲

こ
の
よ
う
に
舜
が
尭
に
「
天
地
人
民
の
道
」
に
つ
い
て
語
っ
た

後
は
、
「
光
乃
敗
」
と
そ
れ
に
満
足
し
た
様
子
が
書
い
て
あ
る
が
、

そ
の
後
尭
が
ど
ん
な
行
動
に
出
た
か
は
欠
文
と
な
っ
て
い
る
た
め

知
り
よ
う
が
な
い
。
続
く
第
十
二
号
簡
及
び
第
二
十
三
号
簡
の
上

段
（
翡
）
に
は
、

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
。
〔
光
（
党
）
乃
老
、
視

不
明
〕
、
聖
（
聴
）
不
懇
（
聰
）
。
光
（
党
）
又
（
有
）
子
九
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人
、
不
己
（
以
）
一
方
（
其
）
子
為
送
（
後
）
、
見
茎
（
舜
）

之
販
（
賢
）
也
、
而
欲
己
（
以
）
為
送
（
後
）
。
〔
茎
（
舜
）

乃
五
壌
（
譲
）
己
（
以
）
天
下
之
臥
（
賢
）
者
、
不
塁
（
得
）

巳
（
已
）
、
朕
（
然
）
句
（
後
）
敢
受
之
〕
。

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
。
尭
は
老
衰
す
る
と
、

視
力
が
衰
え
て
よ
く
見
え
ず
、
聴
力
が
衰
え
て
よ
く
聞
こ
え

な
く
な
っ
た
。
尭
に
は
九
人
の
子
が
い
た
が
、
そ
の
子
を
跡

継
ぎ
に
せ
ず
、
舜
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
、
彼
を
跡
継

ぎ
に
し
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
舜
は
そ
れ
を
天
下
の

賢
者
に
五
回
も
譲
っ
た
が
、
や
む
を
え
な
い
状
況
に
な
っ
て

か
ら
、
あ
え
て
そ
れ
を
譲
り
受
け
た
の
で
あ
る
。

と
あ
っ
て
、
尭
が
舜
に
禅
譲
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
段
落
の
後
に
は
、
舜
の
治
世
の
と
き
、
舜
が
萬
．
后
稜
．
咎
陶

(II
泉
陶
）
・
質
の
四
人
の
優
れ
た
人
物
を
官
の
長
に
任
命
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
治
水
・
耕
作
・
獄
訟
•
音
楽
の
こ
と
を
担
当
さ
せ
た

こ
と
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
第
十
七
号
簡
か
ら

第
十
八
号
簡
の
上
段
に
は
、

茎
（
舜
）
乃
老
、
視
不
明
、
聖
（
聴
）
不
暁
（
聰
）
。
（
舜
）

又
（
有
）
子
七
人
、
不
己
（
以
）
一
方
（
其
）
子
為
送
（
後
）
、

見
墨
（
萬
）
之
取
（
賢
）
也
、
而
欲
己
（
以
）
為
送
（
後
）
。

墨
（
萬
）
乃
五
壌
（
譲
）
「
』
（
以
）
天
下
之
寂
（
賢
）
者
、

不
呈
（
得
）
巳
（
已
）
、
朕
（
然
）
句
（
後
）
敢
受
之
。

舜
は
老
衰
す
る
と
、
視
力
が
衰
え
て
よ
く
見
え
ず
、
聴
力

が
衰
え
て
よ
く
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
。
舜
に
は
七
人
の
子
が

い
た
が
、
そ
の
子
を
跡
継
ぎ
に
せ
ず
、
馬
が
優
れ
て
い
る
こ

と
を
見
て
、
彼
を
跡
継
ぎ
に
し
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

萬
は
そ
れ
を
天
下
の
賢
者
に
五
回
も
譲
っ
た
が
、
や
む
を
え

な
い
状
況
に
な
っ
て
か
ら
、
あ
え
て
そ
れ
を
譲
り
受
け
た
の

で
あ
る
。

と
あ
っ
て
、
禅
譲
の
両
当
事
者
の
名
前
や
子
の
数
の
相
違
を
除
け

ば
、
尭
舜
禅
譲
の
と
き
と
全
く
同
じ
文
章
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
第
三
十
三
号
簡
か
ら
第
三
十
四
号
簡
に
、
萬
が
咎
陶

に
禅
譲
し
よ
う
と
す
る
場
面
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
と
同
じ
形
式

の
文
章
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
作
者
が

こ
の
よ
う
な
形
式
の
文
章
を
前
も
っ
て
用
意
し
、
そ
れ
を
尭
↓
舜
．

舜
↓
萬
•
萬
↓
咎
陶
の
禅
譲
を
叙
述
す
る
際
、
た
だ
単
に
機
械
的

に
当
て
は
め
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
上
の
両
段
落
に
見
え
る
禅
譲
説
の
思
想
的

特
徴
を
一
緒
に
ま
と
め
て
述
べ
て
も
差
し
支
え
な
い
と
思
う
が
、

そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。
第
一
に
、
『
孟
子
』
万
章
上

篇
の
よ
う
な
天
命
論
に
も
ど
づ
ぐ
禅
譲
説
ば
全
ぐ
含
ま
和
で
い
な
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い
。
第
二
に
、
『
孟
子
』
万
章
上
篇
・
『
尚
書
』
尭
典
篇
・
『
荀
子
』

成
相
篇
な
ど
に
見
え
る
よ
う
な
尭
の
―
‘
―
女
ど
の
婚
姻
説
話
も
含
ま

和
で
い
な
い
。
第
三
に
、
「
〔
光
乃
老
〕
」
「
茎
乃
老
」
と
あ
る
よ
う

に
‘
老
衰
に
よ
る
禅
譲
於
描
が
和
で
い
る
。
第
四
に
、
「
見
窒
之
阪

也
、
而
欲
己
為
送
。
〔
茎
…
…
不
塁
巳
、
朕
句
敢
受
之
。
〕
」
「
見
墨

之
阪
也
、
而
欲
己
為
送
。
墨
…
…
不
塁
巳
、
朕
句
敢
受
之
。
」
と
あ

る
よ
う
に
、
在
位
中
5
禅
譲
於
描
が
江
で
い
る
。
第
五
に
、
第
四

の
特
徴
と
し
て
挙
げ
た
文
章
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
天
子
に

よ
る
自
主
的
ぃ
大
為
的
な
禅
譲
於
描
が
松
で
い
る
。

こ
れ
を
先
秦
の
儒
家
系
の
文
献
と
比
較
し
て
み
る
と
、
『
孟
子
』

万
章
上
篇
に
は
天
命
論
に
も
と
づ
く
禅
譲
、
尭
の
二
女
と
の
婚
姻

説
話
、
死
後
の
禅
譲
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
（
在
位
中
に
禅
譲

が
行
わ
れ
た
と
す
る
説
は
斉
東
野
人
の
語
と
し
て
退
け
ら
れ
て
い

る
）
、
『
容
成
氏
』
の
第
一

S
五
の
特
徴
す
べ
て
と
異
な
っ
て
い
る
。

次
に
『
荀
子
』
正
論
篇
に
は
基
本
的
に
禅
譲
否
定
論
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
る
か
ら
『
容
成
氏
』
と
論
調
が
全
く
違
う
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
た
だ
し
第
三
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
天
子
レ
ベ

ル
の
禅
譲
と
諸
侯
レ
ベ
ル
の
そ
れ
と
を
意
識
的
に
分
け
て
い
る
こ

と
は
共
通
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
荀
子
』
成
相
篇
に
な
る
と
、

正
論
篇
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
禅
譲
称
揚
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
『
容
成
氏
』
の
第
二
の

特
徴
を
除
き
、
す
べ
て
の
特
徴
と
共
通
し
て
い
る
。
次
に
『
尚
書
』

六
、
む
す
び
に

尭
典
篇
の
場
合
は
第
二
の
よ
う
な
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
第

四
•
五
の
特
徴
を
共
有
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
『
唐
虞
之
道
』

の
場
合
は
、
第
一
か
ら
第
五
ま
で
の
す
べ
て
の
特
徴
を
共
有
し
て

い
る
（
翡
）
0

以
上
、
四
章
に
わ
た
っ
て
『
容
成
氏
』
の
尭
舜
萬
禅
譲
の
歴
史

の
叙
述
の
中
に
見
え
る
思
想
的
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。

こ
こ
で
最
後
に
、
今
ま
で
の
考
察
に
も
と
づ
い
て
そ
の
思
想
史
的

位
置
及
び
所
属
学
派
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

(
-
）
ま
ず
第
二
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
尭
の
政
治
の
あ
り

方
と
し
て
信
賞
必
罰
の
法
家
的
統
治
方
法
を
取
ら
な
く
て
も
よ
く

治
ま
っ
た
と
い
う
説
話
は
、
戦
国
後
期
か
ら
末
期
以
降
に
成
立
し

た
思
わ
れ
る
諸
文
献
に
多
く
見
ら
れ
る
。

（
二
）
第
三
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
尭
の
よ
う
な
天
子
の
禅

譲
と
万
邦
の
君
の
よ
う
な
諸
侯
の
そ
れ
と
を
意
識
的
に
分
け
て
述

べ
る
こ
と
は
、
『
荀
子
』
正
論
篇
で
天
子
レ
ベ
ル
の
禅
譲
と
諸
侯
レ

ベ
ル
の
そ
れ
と
を
意
識
的
に
分
け
て
い
る
こ
と
と
形
式
上
同
じ
で

あ
る
。（
三
）
第
四
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
舜
の
貧
賎
さ
を
表
す
表

現
及
び
そ
の
数
は
子
』
尚
賢
中
篇
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
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し
、
挙
用
の
原
因
•
理
由
と
し
て
舜
の
孝
子
説
話
を
利
用
し
た
り
、

「
天
地
人
民
の
道
」
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
「
政
•
楽
・
礼
」

の
よ
う
な
儒
家
の
徳
目
や
政
治
理
念
（
礼
楽
の
方
）
が
特
に
目
立

っ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
や
は
り
墨
家
系
の
文
献
と
い
う

よ
り
儒
家
系
の
文
献
と
見
な
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
四
）
「
天
地
人
民
の
道
」
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
「
政
・

楽
・
礼
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
『
荘
子
』
の
天
人
関

係
論
及
び
『
荀
子
』
の
天
人
の
分
の
思
想
と
を
ふ
ま
え
て
登
場
し

た
『
左
伝
』
や
『
礼
記
』
な
ど
に
見
え
る
よ
う
な
新
し
い
天
人
関

係
論
の
思
想
史
的
流
れ
と
軸
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
五
）
第
五
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
『
容
成
氏
』
の
尭
舜
萬

禅
譲
説
の
思
想
的
特
徴
と
最
も
近
い
の
は
『
唐
虞
之
道
』
と
『
荀

子
』
成
相
篇
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
前
稿
で
考
察
し
た
古
帝
王
帝
位
継

承
説
話
の
思
想
史
的
位
置
づ
け
と
同
様
、
荀
子
や
荀
子
学
派
と
相

互
影
響
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、
法
家
と
は
鋭
く
対
立
し
、
か
つ
道

家
思
想
の
一
部
を
摂
取
し
た
儒
家
の
一
派
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
尭
の
時
代
の
叙
述
の
中
に
は
、
尭
の
天
子
と

な
っ
た
経
緯
の
記
述
や
「
賢
」
の
基
準
の
提
示
な
ど
、
『
容
成
氏
』

に
し
か
見
え
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
描
写
や
思
想
が
含
ま
れ
て
い
る
の

も
看
過
し
て
は
な
る
ま
い
。

（二

0
0
四
年
九
月
二
十
九
日
掴
筆
）

(
5
)

「
亙
先
」
と
い
う
篇
名
は
、
李
零
氏
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
当
篇
第
一
―

え
な
い
と
思
う
。

(
1
)

「
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
《
容
成
氏
》
の
古
帝
王
帝
位
継
承
説

話
研
究
」
（
『
大
巡
思
想
論
叢
』
一
七
、
韓
国
大
巡
思
想
学
術
院
、
ニ

0
0
四
年
六
月
）
。
以
下
、
前
稿
と
略
記
。

(
2
)

「
楚
竹
書
《
容
成
氏
》
的
篇
名
及
其
性
質
」
（
饒
宗
願
主
編
『
華
学
』

つ
い
て
は
、
李
零
氏
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
（
「
容
成
氏
」
（
馬
承

源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
二
）
』
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

1
0
0
二
年
。
以
下
、
底
本
と
略
記
）
、
二
四
九
・
ニ
九
三
頁
）
。

墓
竹
簡
『
五
行
』
訳
注
」
（
東
京
大
学
郭
店
楚
簡
研
究
会
編
『
郭
店

楚
簡
の
思
想
史
的
研
究
』

注
釈
【

1
】

(

て

一
九
九
九
年
十
一
月
）
「
第
一
章
」

九
頁
）
、
劉
信
芳
『
簡
吊
五
行
解
詰
』
（
芸
文
印
書

館
、
二

0
0
0
年
）
「
第
一
章
」
（
五
頁
）
な
ど
を
参
照
。
馬
王
堆
吊

書
『
五
行
』
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
篇
名
と
見
な
し
て
差
し
支

る
の
が
当
篇
の
篇
名
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
、
池
田
知
久
「
郭
店
楚

(
4
)

郭
店
楚
簡
『
五
行
』
第
一
号
簡
の
最
初
に
「
五
行
J

と
書
い
て
あ

3
)

第
五
十
三
号
簡
の
後
に

六
、
二

0
0
三
年
六
月
）
。

注

二
枚
の
散
逸
し
た
簡
が
あ
る
こ
と
に
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限
公
司
、

二
0
0三
年
、
一

(10)
『
孟
子
』
に
は
ま
た
公
孫
丑
上
篇
に
「
孟
子
日
、
仁
則
榮
、
不
仁
則

辱
。
今
悪
辱
而
居
不
仁
、
是
猶
悪
淵
而
居
下
也
。
如
悪
之
、
莫
如
貴

徳
而
尊
士
。
賢
者
在
位
、
能
者
在
職
、
國
家
間
暇
。
及
是
時
明
其
政

に
入
れ
て
表
し
た
。

-
S
ニ
―
二
頁
）
が
そ
の
例
。

い
の
で
、
古
帝
王
時
代
の
政
治
の
あ
り
方
の

う
場
合
は
「
〔

(
9
)

邸
徳
修
『
上
博
楚
簡
〈
容
成
氏
〉
注
釈
考
証
』
（
台
湾
古
籍
出
版
有

も
か
く
、
古
帝
王
の
時
代
か
ら
尭
の
時
代
ま
で
の
帝
位
継
承
の
形
態

が
、
例
え
ば
、
禅
譲
と
い
う
一
本
筋
で
貫
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
諸
侯
や
人
民
が

来
服
し
て
き
た
の
は
、
戦
争
と
い
う
武
力
手
段
に
よ
る
も
の
で
は
な

つ
で
あ
っ
た
「
｛
敬

『
容
成
氏
』
は
、
「
口
□
氏
」
の
時
代
や
逸
名
の
帝
王
の
時
代
は
と

〕
」
で
表
し
、
仮
借
字
・
異
体
字
・
省
字
は

之
道
』
の
尭
舜
禅
譲
説
と
中
国
古
代
の
尭
舜
帝
位
継
承
説
話
の
研
究
」

た
部
分
も
多
々
あ
り
、
竹
簡
の
配
列
順
序
も
先
行
研
究
を
参
照
し
つ

つ
、
筆
者
の
判
断
で
再
配
列
し
た
部
分
も
あ
る
。
な
お
、
欠
字
を
補

(11)
『
唐
虞
之
道
』
第
十
四
号
簡
に
「
古
者
墾
（
党
）
生
於
天
子
而
又
（
有
）

(12)
『
大
戴
礼
記
』
帝
繋
篇
や
『
史
記
』
五
帝
本
紀
に
は
、
少
典
か
ら
尭

に
至
る
ま
で
の
世
系
が
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
尭
が
天
子
と
な
る
条

件
は
生
得
的
に
与
え
ら
れ
て
い
た
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味

で
両
文
献
は
一
貰
性
を
保
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
に
比
し
て
、

8
)
『
容
成
氏
』
の
本
文
の
文
字
を
確
定
す
る
際
は
図
版
に
よ
っ
て
直
し

年
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

天
下
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

（
池
田
知
久
監
修
『
郭
店
楚
簡
の
思
想
史
的
研
究
』
五
、
二

0
0

さ
れ
て
い
る
。

前
稿
(
1
)

博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
三
）
』
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

十
二
月
、

さ
て
お
き
、
筆
者
が
趙
氏
の
見
解
に
賛
同
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、

頁
）
を
参
照
。

(
6
)

湯
や
文
王
・
武
王
の
部
分
は
別
稿
で
考
察
す
る
予
定
で
あ
る
の
で

1
0八
・
ニ
九
一
頁
）
。

二
0
0
三
年

(
7
)
『
唐
虞
之
道
』
の
禅
譲
説
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
郭
店
楚
簡
『
唐
虞

号
簡
の
背
面
に
「
烈
先
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
馬
承
源
主
編
『
上
海

る
発
言
が
あ
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
荀

子
』
に
も
王
制
篇
に
「
王
者
之
論
。
無
徳
不
貴
、
無
能
不
官
‘
熙
冽
書

不
賞
、
無
罪
不
罰
、
朝
無
幸
位
、
民
無
幸
生
、
尚
賢
使
能
而
等
位
不

遺
、
析
應
禁
悴
而
刑
罰
不
過
。
百
姓
唆
然
皆
知
夫
為
善
於
家
而
取
賞

於
朝
也
、
為
不
善
於
幽
而
蒙
刑
於
顕
也
。
夫
是
之
謂
定
論
。
是
王
者

之
論
也
。
」
と
あ
っ
て
、
賞
罰
を
用
い
る
こ
と
が
基
本
的
に
は
肯
定

刑
ー
躙
大
國
必
畏
之
突
。
」
と
あ
っ
て
、
「
政
刑
」
を
部
分
的
に
認
め
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る
の
と
正
反
対
の
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

え
ら
れ
る
。

(13)
関
口
順
『
儒
学
の
か
た
ち
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
0
0
三
年
、

0
0三
年
一
月
九
日
／
朱
淵
清
・
磨
名
春
主
編
『
上
博
館
蔵

戦
国
楚
竹
書
研
究
続
編
』
、
上
海
書
店
出
版
社
、
二

0
0
四
年
七
月

究
続
編
』
所
収
の
論
文
の
頁
数
を
示
す
）
や
蘇
建
洲
「
〈
容
成
氏
〉

訳
釈
」
（
『
《
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
二
）
》
読
本
』
、
万
巻
楼
、

二
0
0
三
年
七
月
、

―
ニ
―
頁
）
は
、
第
四
十
三
号
簡
を
第
七
号
簡

の
直
後
に
移
動
す
る
が
、
不
適
当
。
理
由
は
、
第
四
十
三
号
簡
に
「
一
方

（
其
）
政
（
政
）
刷
（
治
）
而
不
賞
、
官
而
不
笛
（
爵
）
」
と
あ
る

の
は
、
第
六
号
簡
に
「
賓
不
窟
而
民
力
、
不
勁
殺
而
隷
眺
懃
」
と
あ

(16)
以
上
は
、
底
本

(
3
)
（
二
五
七

S
二
五
八
頁
）
、
陳
前
掲
論
文

(15)

（
三
二
九
頁
）
、
蘇
前
掲
論
文

(15)
（
―
ニ
ニ
頁
）
、
邸
前
掲
書

(
9
)

以
下
、
陳
氏
の
説
を
引
用
す
る
際
は
、
『
上
博
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
研

と
し
て
捉
え
る
他
の
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
と
、
『
韓
詩
外
伝
』
巻

(25)
『
僑
教
成
立
史
の
研
究
』
（
岩
波
書
店

四
五
頁
。

か
ら
漢
代
あ
た
り
の
文
献
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

人
民
之
道
」
や
「
人
民
之
道
」
と
い
う
語
は
、
管
見
の
限
り
、
先
秦

＾ 24 (23)
同
上
、
九
二

S
九
三
・
九
六
頁
。

(22)
前
掲
拙
稿

(
7
)
、
七
二
頁
。

「
上
博
簡
《
容
成
氏
》
的
竹
簡
掛
合
与
編
連
問
題
小
識
」
と
改
題
）
。

す
る
。

(21)

「
灰
」
は
、
徹
應
は
「
反
」
の
錯
字
で
あ
り
、
「
販
」
の
仮
借
字
と

占‘
古
ン

(15)

陳
剣
「
上
博
簡
《
容
成
氏
》
的
併
合
与
編
連
問
題
」
（
簡
吊
研
究
網

(15)

の
【
注
釈
】
⑰

二
六
頁
）
、
邸
前
掲
書

(
9
)

（
二
六
七

と
あ
る
。

（
二
五
二
頁
）
を
参
照
。

(18)
前
稿

(
1
)
、
注

29)
を
参
照
。

二
頁
）
、

(19)

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
稿

(
1
)

の
「
む
す
び
に
」
を
参
照
。

(20)
陳
前
掲
論
文

(15)

の
注
釈
【

6
】
（
三
三
三
頁
）
、
蘇
前
掲
論
文

頁
）
を
参
照
。

天
地
之
道
」
と
い
う
語
は
文
献
資
料
に
多
く
見
え
る
が
、
「
天
地

九
九
五
年
）
、

な
お
、
「
無
為
な
る
天
道
」
と
い
う
語
は
、
同
書
―
四
七
頁
に
よ
る
。

(26)
『
左
伝
』
の
よ
う
に
礼
を
「
人
」
で
は
な
く
「
天
」
に
属
す
る
事
象

(14)
古
帝
王
の
場
合
は
、
第
一
号
簡
に
二
JT

（
其
）
悪
（
徳
）
酋
清
」

一
八
•
七
九
I

―
四
頁
）
に
詳
し
い
。

邸
前
掲
書

(
9
)

（
二
五
三
頁
）
を
参
照
。

(17)

底
本

(
3
)

五
八
頁
）
、
蘇
前
掲
論
文

(15)

（
寝
）
一
方
（
其
）
兵
」
と
い
う
非
戦
の
理
念
は
貰
か
れ
て
い
る
と
考
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前
掲
拙
稿
(
7
)
を
参
照
。

頁
）
を
参
照
。

り
、
『
礼
記
』
礼
運
篇
に
「
夫
~
必
本
於
天
、
閥
恥
盆
地
‘
列
於
鬼
紳
、

達
於
喪
祭
射
御
冠
昏
朝
聘
。
故
聖
人
以
證
示
之
。
故
天
下
國
家
、
可

得
而
正
也
。
」
と
あ
る
。

(27)

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
池
田
知
久
「
郭
店
楚
簡
『
窮
達
以
時
』

の
研
究
」
（
池
田
知
久
監
修
『
郭
店
楚
簡
の
思
想
史
的
研
究
』
三
、

1
0
0
 0
年
一
月
、

(28)
図
版
に
よ
れ
ば
、
第
二
十
三
号
簡
の
「
窒
（
舜
）
聖
（
聴
）
一
正
（
政
）

三
年
」
よ
り
上
の
部
分
は
残
欠
し
て
い
る
。
そ
の
残
欠
し
た
部
分
の

補
い
方
に
つ
い
て
は
、
陳
前
掲
論
文

(15)

の
注
釈
【

10
】
（
三
三

(29)

以
上
の
諸
文
献
に
見
え
る
禅
譲
説
の
思
想
的
特
徴
に
つ
い
て
は
、

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
第
五
•
六
回
上
海
博
楚
簡
研
究
会
（
東
京
大
学
、
ニ

0
0
三
年
九
月
二
十
日
・
同
年
十
一
月
二
十
九
日
）
に
て
行
っ
た
口
頭
発

表
及
び
日
本
中
国
学
会
第
五
十
五
回
大
会
（
筑
波
大
学
、
二

0
0
三
年
十

月
四

S
五
日
）
に
て
行
っ
た
口
頭
発
表
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
平

楊
憲
邦
氏
、
呉
乃
恭
氏
、
張
岱
年
氏
の
諸
論
稿
を
参
照
。

る
任
継
愈
氏
、
板
野
長
八
氏
、
喝
契
氏
、
嗚
友
蘭
氏
、
内
山
俊
彦
氏

一
三
五
頁
）
、
並
び
に
そ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い

成
十
六
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
•
若
手
研
究
(
B
)
「
『
上

海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
二
）
』
の
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。

(97) 




